
平成 29年度進捗評価シート 

村上市歴史的風致維持向上計画（平成 28年 10月 3日認定） 

                 （最終変更 平成 30年 3月 29日） 

 

□進捗評価シート（様式１）   

①組織体制（様式１－１）   

１ 文化財部局とまちづくり部局の連携について ・・・・・・・ 1 

２ 関係行政機関との連携について ・・・・・・・ 2～3 

３ 歴史的町並み景観の保全等に関するまちづくり団体との連携について ・・・・・・・ 4～5 

４ 歴史的建造物の活用に関するまちづくり団体との連携について ・・・・・・・ 6 

   

②重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２）   

１ 村上市景観計画による景観誘導について ・・・・・・・ 7 

２ 歴史的建造物の保存と建造物の外観修景事業の創設について ・・・・・・・ 8 

３ 歴史的建造物に影響を与える道路整備の中止について ・・・・・・・ 9 

   

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）   

１ 歴史遺構顕在化調査事業 ・・・・・・・ 10 

２ 史跡村上城跡整備事業 ・・・・・・・ 11～12 

３ 史跡平林城跡整備事業 ・・・・・・・ 13 

４ 重要文化財若林家住宅修復事業 ・・・・・・・ 14 

５ 市指定文化財武家住宅修復事業 ・・・・・・・ 15 

６ 国県市指定文化財保存事業 ・・・・・・・ 16 

７ 歴史的風致形成建造物保存事業 ・・・・・・・ 17 

８ 建造物外観修景事業 ・・・・・・・ 18 

９ 景観形成助成金事業 ・・・・・・・ 19 

10 文化財等普及啓発事業 ・・・・・・・ 20～21 

11 観光イベント事業 ・・・・・・・ 22 

12 道路美装化事業 ・・・・・・・ 23 

13 無電柱化事業 ・・・・・・・ 24～25 

14 歴史遺構跡整備事業 ・・・・・・・ 26 

15 まちなか景観魅力アップ事業 ・・・・・・・ 27 

16 木造住宅耐震診断・改修補助金事業 ・・・・・・・ 28 

17 創業応援事業 ・・・・・・・ 29 

18 空き家バンク移住応援補助金事業 ・・・・・・・ 30 

19 地方産業育成資金貸付事業 ・・・・・・・ 31 

20 村上堆朱育成推進事業 ・・・・・・・ 32 

21 歴史的資源学習会事業 ・・・・・・・ 33～34 

22 伝統芸能体験事業 ・・・・・・・ 35 

   

④文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４）   

１ 文化財の保存について ・・・・・・・ 36～37 

２ 文化財の活用について ・・・・・・・ 38～39 

３ 文化財の修理や整備について ・・・・・・・ 40 

４ 文化財の保存及び活用を行うための施設について ・・・・・・・ 41～42 

 



 

 

 

 

 

 

５ 文化財の周辺環境の保全について ・・・・・・・ 43～44 

６ 文化財の防災について ・・・・・・・ 45 

７ 文化財の保存及び活用の普及・啓発について ・・・・・・・ 46～47 

８ 埋蔵文化財の取扱い及び保存・活用について ・・・・・・・ 48 

９ 文化財の保存及び活用に係る市町村の体制について ・・・・・・・ 49 

10 文化財の保存及び活用に関わる住民等の各種団体の体制整備について ・・・・・・・ 50 

   

⑤効果・影響等に関する報道（様式１－５）   

１ 効果・影響等に関する報道 ・・・・・・・ 51～54 

   

⑥その他（効果等）（様式１－６）   

１ 歴史的風致形成建造物の指定と指定候補の追加について ・・・・・・・ 55 

２ 伝統産業（村上堆朱）の後継者の育成について ・・・・・・・ 56 

   

□法定協議会等におけるコメントシート（様式２） ・・・・・・・ 57 

 



村上市－1 

 

進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－１ 

組織体制 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財部局とまちづくり部局の連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

認定計画の推進を図り歴史的風致の維持及び向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管

理者、地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であり、行政を含めた推進体制の構築が重要

であり、庁内体制としては、都市計画課と生涯学習課を事務局とし、関係各課で組織する「政

策調整会議」において連絡、調整を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財部局（生涯学習課）とまちづくり部局（都市計画課）が、歴史的風致形成建造物の指定候補の追加に関す

る協議や歴史的建造物の保存、歴史的町並み環境の保全のため伝統的建造物群保存地区制度の導入について、

適宜、協議を行いながら検討を進めている。また、生涯学習課及び都市計画課が関係する歴史的風致の維持及び

向上に関する施策については、関係各課で組織する「政策調整会議」を開催し調整を行った。 

連携内容：歴史遺構（村上市役所本庁用地周辺）内の観光駐車場等の整備について 

「建造物外観修景事業」区域内の商業施設跡地の活用について 

歴史的風致形成建造物の指定候補の追加について 

伝統的建造物群保存地区制度の導入について 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

文化財部局（生涯学習課）とまちづくり部局（都市計画課）の連携を密にしつ

つ、歴史的風致の維持及び向上に関する施策を所管する各課とも今以上に連

携し、認定計画の推進を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 推進体制 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－２ 

組織体制 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

関係行政機関との連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

認定計画の推進を図り歴史的風致の維持及び向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管

理者、地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であり、行政を含めた推進体制の構築が重要

であり、国や県の関係機関と協議、相談を行うとともに適切な支援を得られるように努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域内に計画決定された長期未着手の都市計画道路について、歴史的建造物の保存や町並み景観

の保全による地域活性化の観点から、都市計画決定権者である新潟県と協議、連携を図り、平成 29年 7月に一

部区間が廃止された。また、この廃止決定された都市計画道路に重複する(一)県道村上停車場線（旧出羽街道）

の大町小町区間について、今後の道路整備の内容を検討するワークショップが、市と連携を図りながら新潟県

が主体となり開催された。 

一部区間を廃止した都市計画道路：3.4.4 泉町羽黒町線（現上町羽黒町線） 廃止区間延長Ｌ＝602ｍ 

ワークショップ開催回数：３回 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物の保存及び歴史的町並み景観の創出にあたっては、建造物所有

者だけでなく道路管理者との連携も不可欠であることから、今後も関係行政

機関と連携し認定計画の推進を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 歴史的建造物や町並み景観に影響を与える都市計画道路の廃止箇所 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

状況を示す写真や資料等 

図 (一)県道村上停車場線みちづくりワークショップニュース 

 
写真 (一)県道村上停車場線みちづくりワークショップの様子 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－３ 

組織体制 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史的町並み景観の保全等に関するまちづくり団体との連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

計画の推進を図り、歴史的風致の維持及び向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管理

者、地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であり、行政を含めた推進体制の構築が重要で

ある。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

歴史的建造物の保存及び歴史的町並み景観の保全を目的に、平成 29年度に「歴史的風致形成建造物保存事業」

及び「建造物外観修景事業」の２つの補助金制度を創設した。「歴史的風致形成建造物保存事業」は、建造物の

全て外観を補助金交付対象箇所とし、「建造物外観修景事業」は、公衆用道路に面する箇所の全ての外観を補助

金交付対象箇所としており、この補助金制度の交付対象箇所以外の箇所や事業区域外に立地する建造物など、

市で補助金交付対応ができない建造物の修理修景行為に対し、認定計画重点区域内の主に旧町人町地内で歴史

的建造物の保存及び歴史的町並み景観の保全の取り組みを進めている「村上町屋再生プロジェクト」及び「チー

ム黒塀プロジェクト」と連携を図りながら支援依頼を行った。 

また、「歴史的風致形成建造物保存事業」及び「建造物外観修景事業」の補助金交付にあたっては、事業費の３

分の１以上の額を自己負担することを必須としているが、自己負担分の資金調達が困難な建造物所有者への支

援も併せてまちづくり団体に依頼を行った。 

まちづくり団体が修理修景した建造物数：8件（うち認定計画重点区域内の建造物数：8件） 

内訳）建築物の外観の修理・修景件数：6件（うち認定計画重点区域内の建築物数：6件） 

工作物の修理・修景件数：2件（うち認定計画重点区域内の工作物数：2件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

「歴史的風致形成建造物保存事業」や「建造物外観修景事業」など歴史的建

造物の保存や歴史的町並み景観に関する支援を行いながら、まちづくり団体

との連携も深め、１件でも多く建造物の外観の修理や修景を行い歴史的建造

物の保存や歴史的町並み景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 建造物外観修景事業補助金対象箇所以外の箇所の県産材を用いた木質化による修景事例 

 

修景前 

 

修景後 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

状況を示す写真や資料等 

写真 建造物外観修景事業等の事業区域外に立地する建造物の県産材を用いた木質化による外観の修景事例 

 

修景前 

 

修景後 

写真 まちづくり団体が建造物所有者に代わって外観を修理した事例 

 

修理前 

 

修理後 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－４ 

組織体制 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史的建造物の活用に関するまちづくり団体との連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

計画の推進を図り、歴史的風致の維持及び向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管理

者、地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であり、行政を含めた推進体制の構築が重要で

ある。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域内で歴史資源を活用した地域活性化イベントと定期的に開催している「村上町屋商人会」で

は、その家々に代々受け継がれるひな人形や屏風などを歴史的建造物である町家などの生活空間において一般

に公開してくれる建造物所有者を募り、「町屋の人形さま巡り」や「町屋の屏風まつり」などのイベントを開催

した。なお、各イベントの開催期間は、「町屋の人形さま巡り」は、3月初旬から 4月初旬、「春の庭百景めぐり」

は、5月初旬から下旬、「町屋の屏風まつり」は、9月中旬から 10月中旬に毎年開催されている。また、「荒川河

口の港町・市町の祭礼にみる歴史的風致」の範囲内にある塩谷集落では、「塩谷活性化推進協議会」が、歴史的

建造物である町家や歴史的町並み空間を活用したイベントを開催した。 

イベント期間中の入込客数（町屋の人形さま巡り）：98,800人 

（町屋の屏風まつり）：24,000人 

（春の庭百景めぐり）：15,000人 

（塩谷の町屋散策）：2,600人 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

「歴史的風致形成建造物保存事業」や「建造物外観修景事業」など歴史的建

造物の保存や歴史的町並み景観に関する支援を行いながら、歴史町並み景観

を保全しつつ、町家内部を一般に公開し、歴史資源を活用しているまちづく

り団体と連携は図りながら、歴史的建造物の活用を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 「町屋の人形さま巡り」の様子 

 

写真 「町屋の屏風まつり」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－２） 

評価軸②－１ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

村上市景観計画による景観誘導について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

当市は、平成 22年 4月 1日に景観行政団体となり、平成 25年 3月には景観法に基づく「村上

市景観計画」を策定し、併せて「村上市景観条例」を施行し良好な景観づくりに取り組んでい

る。この計画では、市全域を景観計画区域とし、自然環境や市街地の特性、歴史、文化等の実

情に応じて「市街地区域」と「自然環境区域」を設定し、それぞれに応じた景観形成の方針や

景観形成基準を定め、さらに、重点的かつ先導的に景観形成に取り組む地区として市内８区域

に「重点地区」を指定している。この重点地区のうち「旧武家町地区」及び「旧町人町・寺町

地区」の２地区が、認定計画重点区域を包括する範囲であることから、今後も引き続き景観施

策を継続する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市全域が景観計画区域である当市内では、建築物や工作物の新増改築、模様替えなど一定規模以上の行為に対

し規制を行っており、行為着手の 30日前までの届出を必須とし、助言や指導、勧告等による景観誘導を図って

いる。また、市内の 8つの区域に指定をしている「重点地区」については、現在、区域の拡大に向けた見直しを

行っている。 

行為着手の届出件数：224件（うち認定計画重点区域内の届出件数：33件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

町並み景観の重要性などを含め景観計画制度の周知を図りながら、村上らし

い景観の保全に向けた誘導を行い、歴史的な町並み景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 景観特性を考慮した建造物の改修 

 

改築前 

 

改築後 
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進捗評価シート       （様式１－２） 

評価軸②－２ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史的建造物の保存と建造物の外観修景事業の創設について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

歴史的建造物については、適切な保護がなされるよう所有者に対して既存の支援制度等の周知

を図るとともに、新たな支援制度について検討を行い所有者や管理者の負担軽減に努める。 

特に、歴史的風致が重複する旧村上城下の旧武家町や旧町人町、寺町等の認定計画重点区域に

おいては、支援制度の拡充を図り、歴史的建造物の保存や修理と併せた建築物の修景整備に取

り組み、より積極的な歴史的町並み景観の保全形成に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

景観計画の策定及び市景観条例の施行に伴い平成 26年度より「景観形成助成金」制度を創設し、市内 8地区に

指定した重点地区を対象に、建築物の外観修景行為に対し補助金を交付しているが、認定計画重点区域内のう

ち旧武家町や町人町、寺町をコンパクトに感じる区域を対象に、歴史的建造物の保存を目的とした「歴史的風致

形成建造物保存事業」及び歴史的町並み景観の保全を目的とした「建造物外観修景事業」の２つの補助金制度を

創設し、平成 29年 5月 1日付で補助金交付要綱を施行した。 

内容：「歴史的風致形成建造物保存事業」の創設 

「建造物外観修景事業」の創設 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

今後は、建造物所有者や工事を施工する建築士や大工等の建築関係業者など

に対し補助金制度の周知を行い、所有者や管理者の負担軽減に努め、歴史的

建造物の保存、歴史的町並み景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 事業概要パンフレット 
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進捗評価シート       （様式１－２） 

評価軸②－３ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史的建造物に影響を与える道路整備の中止について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内では、歴史的町並みの保全形成を目的とした建築物等の景観誘導ともに修

景に対する支援制度の拡充を図り、歴史的建造物の修理と併せた建築物の修景整備に取り組み

ながら、電線類の地中化や無電柱化、道路の美装化など、公共施設の修景整備を図り、まちな

かを周遊できるネットワークの形成や周遊ルートの設定など、まちなかの回遊性向上を図り、

快適な市街地環境の創出に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域内に計画決定された長期未着手の都市計画道路について、歴史的建造物の保存や町並み景観

の保全による地域活性化の観点から、平成 29年 7月に都市計画決定権者である新潟県により一部区間が廃止さ

れた。また、この廃止決定された都市計画道路に重複する(一)県道村上停車場線（旧出羽街道）の大町小町区間

について、今後の道路整備の内容を検討するワークショップが、新潟県が主体となり開催された。 

一部区間を廃止した都市計画道路：3.4.4 泉町羽黒町線（現上町羽黒町線） 廃止区間延長Ｌ＝602ｍ 

ワークショップ開催回数：３回 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物の保存及び歴史的町並み景観の創出にあたって、建造物や町並

み景観の大きな影響を与える道路整備の必要性についても検証が不可欠であ

ることから、都市計画決定権者や道路管理者などと協議を行いながら検証を

実施し、整備計画の廃止や変更等を検討する。 

状況を示す写真や資料等 

図 歴史的建造物や町並み景観に影響を与える都市計画道路の廃止箇所 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－１ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史遺構顕在化調査事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 29年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内の各所に歴史遺構が現存しているが、遺構跡を感じることができない状況

であり、追手門等の当該地に現存していない歴史遺構について、本質的な価値を顕在化するた

めの歴史遺構箇所の調査など、今後の整備に向けた資料収集等を行い、今後の歴史景観の整備

に向けた取り組みに繋げる。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

 

遺構跡の現地調査は実施していないが、調査に向けた既往資料等の収集、整理を行った。 

 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史遺構箇所の現地調査に先立ち、既往資料の収集、整理等を行いながら、

順次、遺構の顕在化を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 追手門跡の現況 

 

 

図 村上城城門絵図（追手門付近） 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－２ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

史跡村上城跡整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間２ 平成 10年度～平成 37年度 

支援事業名 歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

計画に記載し

ている内容 

国指定史跡である村上城跡は、市民に「お城山」と親しまれており、旧村上城下のシンボル的

な場所だが、経年による石垣の崩落等により当時の面影を感じることができない状況である

ことから、歴史的遺構を保全しつつ、後世にこの歴史的資産を継承するため石垣崩落箇所等

の修復を行うことで、市民の歴史的資源の保全に対する意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

史跡村上城跡整備基本計画に基づき年次的に修復作業及び発掘調査を行った。また、発掘調査に併せ発掘箇所

を一般に公開する現地説明会を開催した。 

整備内容：石垣遺構保全・顕在化（草木処理） Ａ≒300㎡ 

発掘調査：黒門跡発掘調査（埋没遺構検出） Ａ≒70㎡ 

その他：現地説明会 参加者 39名 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

史跡村上城跡整備基本計画に基づき、今後も継続的に修復や発掘調査を行い

つつ、定期的に説明会を開催し、市民の歴史資源の保全に対する意識の醸成

を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 整備計画図 

 

図 整備箇所図 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

写真 発掘調査の様子 

  

写真 石垣の保全（顕在化） 

 

顕在化前 

 

顕在後 

写真 発掘箇所現地説明会の様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－３ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

史跡平林城跡整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 11年度～平成 37年度 

支援事業名 歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

計画に記載し

ている内容 

国指定史跡である平林城跡は、曲輪や土塁、堀などの中世の城郭の遺構が色濃く残っているが、

この史跡の大半は、山林や農地であることから、遺構を顕在化するには除伐などの日常的な維

持管理が必要である。除伐などの維持管理を行うことにより、市民に対し文化財の重要性を周

知しつつ史跡の活用を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

国史跡平林城跡整備基本計画に基づき発掘調査を行い、発掘調査に併せ発掘箇所を一般に公開する現地説明会

を開催した。また、史跡の周知と利便性の向上を図るための施設として、展示室併設トイレを建築した。 

整備内容：展示室併設トイレの建築 １棟（82.62㎡） 

発掘調査：元屋敷・弁天虎の発掘調査 Ａ＝387㎡ 

その他：現地説明会 参加者 25名 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

国史跡平林城跡整備基本計画に基づき、今後も継続的に遺構の顕在化を図り

つつ、史跡周辺の集落やまちづくり団体と連携を図りながら、市民に対し文

化財の重要性を周知し、史跡の活用を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 元屋敷・弁天虎口の発掘調査の様子 写真 整備した展示室併設トイレ 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－４ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

重要文化財若林家住宅修復事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 3年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

若林家住宅は、東日本に残る数少ないＬ字型の曲屋の寄棟造り茅葺きの武家住宅であり、建造

当時の面影を残す歴史的建造物であることから、今後も継続して保全、保存していくためには、

茅葺屋根等の経年劣化による破損個所の定期的な修復が必要である。この歴史的建造物を保存

し後世に歴史資産を継承する取り組みにより、市民の歴史資源の保全に対する意識の醸成を図

る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域である旧村上城下町内に立地する武家住宅の茅葺屋根の差し茅作業は、維持向上すべき歴史

的風致の一つである「木と漆の匠にみる歴史的風致」に位置づけており、当該建造物は、歴史的風致を構成する

要素となっている建造物であるが、平成 29年度については、茅葺屋根の差し茅作業は実施していない。なお、

茅葺屋根以外の式台玄関の三和土（たたき）などの経年劣化による破損箇所の修復を実施した。 

修復内容：三和土(たたき)修繕 Ａ＝83.5㎡ 

動力消火ポンプ入れ替え １機 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的風致を構成する要素となっている建造物を保存するため、継続的に修

復を行いながら、定期的に実施する茅葺屋根の葺き替え作業を通して、市民

の歴史資源の保全に対する意識の醸成を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 式台玄関の三和土（たたき）修繕状況 

 

修繕前 

 

修繕後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－５ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

市指定文化財武家住宅修復事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 14年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域である旧村上城下町内には、茅葺屋根の武家住宅が現存しており、日常的な

維持管理が行われている一方、経年劣化等により屋根や壁面の修復、修理が必要な場合がある。

このような建造物は、村上城下の歴史を感じることができる重要な歴史的建造物であることか

ら、適切な保全や保存を行い後世に継承する取り組みにより、市民の歴史資源の保全に対する

意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域である旧村上城下町内に立地する武家住宅の茅葺屋根の差し茅作業は、維持向上すべき歴史

的風致の一つである「木と漆の匠にみる歴史的風致」に位置づけており、市指定有形文化財である旧嵩岡家住

宅、旧岩間家住宅、旧藤井家住宅、旧成田家住宅は、歴史的風致を構成する要素となっている建造物であるが、

年次的な修復を予定しており、平成 29年度については、茅葺屋根の差し茅による修復作業は実施していない。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

経年劣化による修繕箇所などは、社会資本整備総合交付金などの国費の活用

も検討しながら、年次的な計画により修復を実施し、歴史的風致を構成する

要素を保存しつつ、今後も一般公開を行いながら市民の歴史資源の保全に対

する意識の醸成を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 市指定有形文化財（武家住宅）の現況 

 

（旧嵩岡家住宅） 

 

（旧岩間家家住宅） 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－６ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

国県市指定文化財保存事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 22年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

史跡や名勝、有形文化財等の所有者や保持者又は保持団体等に保存修理や維持管理、防災施設

の設置費用の一部を補助することにより、文化財の保全保存、防災時の被害軽減による文化財

の喪失を抑止する。また、無形文化財の伝承や公開に関する事業の経費を補助することにより

市民への普及啓発、ひいては、伝統的活動の担い手の確保を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市指定無形民俗文化財である「坂町獅子踊り」の衣装の新調や市指定有形文化財である「千眼寺保呂羽堂」の外

壁修繕行為などに対し補助金を交付し、有形文化財等の所有者や保持者又は保持団体などに支援を行った。 

補助金交付件数：4件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

今後も継続的に補助金を交付し、文化財等の所有者や保持者又は保持団体な

どを支援し、文化財の保存、継承を図り、文化財の保存、保全について普及啓

発を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 新調した市指定無形民俗文化財「坂町獅子踊り」の衣装 

  

写真 市指定有形文化財「千眼寺保呂羽堂」の外壁修繕 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－７ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史的風致形成建造物保存事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 29年度～平成 37年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内の旧町人町、寺町内には、戦前に建築された町家などの歴史的建造物が多

数現存しているが、老朽化による破損や劣化、耐震上の問題など修理や補修が必要な建造物が

多く、また、建て替えによる歴史的建造物の喪失に繋がることから、これらの建造物の耐震化

及び老朽箇所の修繕など外観の修理行為に対し事業費の一部を補助することにより歴史的建

造物を保存しつつ、建造物の所有者に対し保存の重要性についても周知を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

歴史的風致形成建造物及び認定計画重点区域のうち旧武家町や町人町、寺町をコンパクトに感じる区域を対象

に平成 29年 5月に補助金交付要綱を施行し、事業区域内の建造物所有者とともに設計・施行者である建築士や

大工が所属する建設業協会や建築組合において説明会を開催した。当初、２件の歴史的建造物の外観の修理行

為に対し補助金交付を予定していたが、諸事情により 2件全てが、次年度に補助金を交付することとなった。 

補助金交付件数：0件（うち歴史的風致形成建造物への交付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

事業区域内の建造物所有者等に対し定期的に説明会を開催しつつ、設計や施

工業者である建築士や大工等が所属する建設業協会や建築組合などに対して

も、定期的に説明会を開催しながら補助金制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 事業概要パンフレット 

 

写真 事業概要説明会の様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－８ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

建造物外観修景事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 29年度～平成 37年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、村上城下の町人町で最も早く開けた町であり、吉川家住宅を代表とする国登録有形

文化財が数多く立地し、かつ、歴史的建造物である町家も現存する区域であるが、昭和 40 年

代に整備されたアーケードが老朽化し、国登録有形文化財周辺の歴史的風致に影響を与えてい

ることから、アーケード等の近代的な設備の撤去及び建築物の歴史的な外観への修景行為に対

し経費の一部を補助することにより町人町としての町並み空間の復元を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域のうち旧武家町や町人町、寺町をコンパクトに感じる区域を対象に平成 29年 5月に補助金交

付要綱を施行し、事業区域内の建造物所有者とともに設計・施行者である建築士や大工が所属する建設業協会

や建築組合において説明会を開催した。当初、築 50年未満の建造物の外観の修景及び金属フェンスの木質化（板

塀化）の 2件の建造物に対し補助金交付を予定していたが、築 50年未満の建造物の外観の修景行為に対しのみ

補助金を交付した。なお、金属フェンスの木質化については、まちづくり団体である「村上町屋再生プロジェク

ト」の支援を受け修景が行われた。 

補助金交付件数：1件（うち歴史的建造物への交付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

事業区域内の建造物所有者等に対し定期的に説明会を開催しつつ、設計や施

工業者である建築士や大工等が所属する建設業協会や建築組合などに対して

も、定期的に説明会を開催しながら補助金制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

補助金交付建造物の修景状況（村上小町郵便局） 

 

修景前 

 

修景後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－９ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

景観形成助成金事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 26年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

村上市景観計画において、重点的かつ先導的な景観形成に取り組む地区として重点地区を指定

しており、各重点地区内には歴史的背景などから特徴的な建築物が多数現存している。しかし

ながら、後継者の不在や生活スタイルの変化などにより、これらの建築物が創り出す景観に不

調和な建築物が増加するなど多数の問題が生じていることから、建築物の外観修景等の行為に

対し修景費の一部を補助し、建築物所有者の負担を軽減することにより歴史的な景観を保全

し、住民の歴史景観の保全に対する意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

景観計画による景観誘導とともに、景観計画重点地区８地区内での茅葺屋根の差し茅や建築物の外観の修景、

生け垣などの環境物件の設置に対し助成金を交付した。また、「歴史的風致形成建造物保存事業」の事業区域内

の自治会及び商店街振興組合が主催する先進地視察研修について、町並み景観の保全に関する意識啓発活動と

して助成金を交付した。 

補助金交付件数：6件（うち歴史的建造物への交付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

広報などを活用しながら、事業区域内の建造物所有者や設計・施工業者であ

る建築士や大工等が所属する建設業協会や建築組合などに対し、説明会等を

開催しながら補助金制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 景観形成助成金交付物件の修景 

 

修景前 

 

修景後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－10 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財等普及啓発事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 29年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

歴史遺構である村上城跡や追手門などにおいて、歴史遺構を再現する取り組みを行うことによ

り、まちづくり団体が実施している町家を活用したイベント等との相乗的な効果を発揮し、文

化財の保全や保存に対する意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

村上城跡や追手門などにおいて、歴史遺構を再現するハード整備は未実施であるが、国指定史跡「平林城跡」や

「村上城跡」では、整備基本計画に基づき年次的に修復や発掘作業を行っており、この発掘作業とともに発掘箇

所を一般に公開する現地説明会を開催した。また、認定計画重点区域は、村上城下町当時の地割が色濃く残る地

域であり、歴史的建造物などの文化財等も多数現存していることから、これらの文化財等の歴史資源を市民だ

けでなく来訪者にも広く普及啓発するため、歴史的風致の解説及び城下町当時の地割を歩いて感じるまち歩き

マップを作成し、市内観光案内施設及び歴史的風致形成建造物において無料配布した。また、認定計画重点区域

内の小学校に対し、総合学習時などの資料としてマップの活用を依頼した。 

史跡発掘箇所現地説明会：参加者数 39名（国指定史跡村上城跡） 

参加者数 25名（国指定史跡平林城跡） 

まち歩きマップ配布部数（作成部数）：3,000部 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

追手門などの歴史遺構の顕在化調査と併せ、遺構を再現する取り組みととも

に村上城跡などの文化財の利活用を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 発掘箇所現地説明会の様子 

（国指定史跡「村上城跡」） 

 

写真 発掘箇所現地説明会の様子 

（国指定史跡「平林城跡」） 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

 

図 まち歩き城下絵図 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－11 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

観光イベント事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 21年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

歴史的風致の構成要素であり、観光資源でもある地域固有の歴史や伝統文化、伝統産業を活用

したイベント開催に要する経費の一部を補助し、活力ある地域づくりや魅力ある観光地づくり

を推進することにより歴史的建造物等の保全や保存、また歴史的活動を継続して実施していく

ための地域コミュニティなどの維持を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

歴史的建造物を活用した音楽イベントや歴史的町並み景観を活用した町並み散策、竹灯篭による光の演出など

の地域活性化イベントに対し補助金を交付した。 

補助金交付件数：11件（うち歴史的風致に関連するイベントへの交付件数：5件） 

歴史的風致に関連するイベントの入込客数（春の庭百景めぐり）：15,000人 

（新茶振舞＆町屋音楽祭）：200人 

（宵の竹灯篭まつり）：10,000人 

（塩谷の町屋散策）：2,600人 

（食べ歩きプチグルメ）：春の庭百景めぐり等、他イベントと同時 

開催ため未集計 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物や歴史的町並みなど歴史資源を活用したイベントに対し、継続

的に支援を行いながら魅力ある観光地づくりを推進し、地域の活性化を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的建造物で開催された音楽祭の様子 

（新茶振舞と町屋音楽祭） 

 

 

写真 歴史的町並みで開催された散策会の様子 

（塩谷の町屋散策） 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－12 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

道路美装化事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 29年度～平成 37年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、追手門を中心に国指定史跡である村上城跡や重要文化財である若林家住宅や浄念寺

本堂に通じるルート及び近接する市道であり、城下町当時の地割が現在も色濃く残る路線であ

ることから、歴史的風致に調和した舗装等に美装化しすることにより、歴史的な町並み景観を

改善しつつ、回遊しながら村上城下の歴史を感じる空間整備を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

道路美装化の施工に向け、事業地のメーンストリートである(一)県道村上停車場線の整備内容について検討す

るワークショップが、新潟県が主体となり開催された。市道については、まちづくり団体である「チーム黒塀プ

ロジェクト」により歴史的町並み景観が創出された市道安泰寺線及び市道安善寺線の 2路線（Ｌ＝285ｍ）につ

いて、道路美装化と併せ電柱等の無電柱化を実施することから電線管理者と協議を実施した。 

道路美装化路線延長：Ｌ＝0ｍ 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

地域住民の意見を反映しながら、無電柱化事業と併せ歴史的な町並み景観に

調和した村上城下の歴史を感じる道路空間整備を行う。 

状況を示す写真や資料等 

写真 (一)県道村上停車場線みちづくりワークショップの様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－13 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

無電柱化事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 29年度～平成 37年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、追手門を中心に史跡である村上城跡や重要文化財である若林家住宅や浄念寺本堂に

通じるルート及び近接する市道であり、城下町当時の地割が現在も色濃く残る路線であること

から、道路美装化事業と併せ、電線等を撤去し無電柱化することにより、歴史的な町並み景観

を改善する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成 28年及び 29年度の 2ヵ年で無電柱化の可否や施工方法を検討する「村上市無電柱化整備計画」を策定し、

この計画を踏まえ、まちづくり団体である「チーム黒塀プロジェクト」により歴史的町並み景観が創出された市

道安泰寺線及び市道安善寺線の２路線について、電線管理者と無電柱化に向けた協議を実施し、無電柱化推進

計画の無電柱化路線として選定された。 

無電柱化検討路線延長：Ｌ＝4,710ｍ（11路線・14箇所） 

無電柱化協議路線延長：Ｌ＝285ｍ（２路線・２箇所） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

引き続き電線管理者と無電柱化に向けた協議を実施しつつ、無電柱化路線沿

線の地権者の合意形成を図りながら事業を実施する。 

状況を示す写真や資料等 

図 無電柱化整備計画検討路線箇所図 

 

― ： 平成 28年度検討路線 

― ： 平成 29年度検討路線 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

図 市道安泰寺線の無電柱化イメージ 

 

整備前 

 

整備後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－14 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史遺構跡整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 28年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、村上城の正面玄関である追手門が立地していたとされる場所であり、武家町と町人

町を繋ぐ重要な箇所でありながら、現在は、村上市役所庁舎や村上小学校、村上簡易裁判所等

の公共施設が立地しており、これらの施設が近代建築物であることから歴史的景観に調和して

いない状況である。これらの遺構内に立地する歴史的風致に調和しない建造物を修景しつつ、

復元的に整備することにより歴史的町並み景観の創出を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

事業地は、旧武家町や町人町、寺町をコンパクトに感じる区域の中心に位置しているが、事業地周辺には、観光

客用駐車場やトイレ等の利便施設等の整備が不十分な状況であることから、これらの施設の配置などについて、

庁内の検討組織である政策調整会議を開催し検討している。併せて、村上市役所庁舎など歴史的景観に調和し

ていない近代建築物の修景についても検討している。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

観光客用駐車場やトイレ等の施設整備を行いつつ、村上市役所庁舎などの施

設の修景を実施し、歴史的町並み景観の創出を図り、まちづくり団体が実施

している「町屋の人形さま巡り」などの集客に結び付くよう事業を実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史遺構の整備イメージ 

 

現況 

 

整備イメージ 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－15 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

まちなか景観魅力アップ事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 28年度～37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内や景観計画重点地区内には、歴史的町並み景観に馴染まない街路灯が各所

に設置されていることから、市内の商店街振興組合等の商店街団体が行う装飾街路灯の新設や

修理、カラー舗装等の特殊舗装、地域文化に配慮した施設の整備に関わる費用の一部を補助し、

歴史的町並みに調和した装飾街路灯の設置や私道などの道路美装化などにより、歴史的建造物

等と一体となった歴史的町並み景観を創出し、市街地環境の改善を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市内の商店街振興組合等の商店街団体が行う装飾街路灯の新設や修理、カラー舗装等の特殊舗装などの施設整

備費に対し補助金を交付する事業であることから、「歴史的風致形成建造物保存事業」及び「建造物外観修景事

業」の事業概要説明会時に事業区域内で活動する商店街振興組合に対しても周知を行ったが、平成 29年度の歴

史的町並みに調和した施設整備に対して補助は実施していない。 

補助件数：1件（うち歴史的風致の範囲内で歴史的町並み景観に調和した事業への補助件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

「歴史的風致形成建造物保存事業」や「建造物外観修景事業」などの歴史的

建造物の保存、町並み景観の保全を目的とした事業区域内の商店街振興組合

等に対し、「建造物外観修景事業」等の事業説明会時に併せ制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 「まちなか景観魅力アップ事業補助金」募集要項 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－16 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

木造住宅耐震診断・改修補助金事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 22年度～平成 32年 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（住宅・建築物安全ストック形成事業及び効果促進事業） 

計画に記載し

ている内容 

市内各所に現存する歴史的建造物は、戦前以前に建築された建造物が多く、地震による倒壊等

の危険性とともに建造物の倒壊による歴史的景観の喪失にも繋がることから、昭和56年（1981）

5 月 31 日以前に建築等をした木造住宅の耐震診断費用及び耐震改修や耐震設計費用の一部を

補助することにより耐震改修が促進され、防災による被害の軽減を図りながら建て替えなどを

抑止し、歴史的建造物の保存、歴史的町並み景観の保全を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

昭和 56年（1981）5月 31日以前に建築等をした木造住宅について、下記のとおり耐震診断、耐震改修補助金を

交付したが、歴史的建造物及び歴史的風致の範囲内に立地する建造物から補助金交付申請は無かった。 

耐震診断補助件数：3件（うち歴史的建造物への補助件数：1件） 

耐震設計補助件数：1件（うち歴史的建造物への補助件数：1件） 

耐震改修補助件数：0件（うち歴史的建造物への補助件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物の保存、歴史的町並み景観の保全を図るため「歴史的風致形成

建造物保存事業」や「建造物外観修景事業」、「景観形成助成金」制度などと併

せ、制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 認定計画重点区域内の戦前に建造された歴史的建造物分布図 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－17 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

創業応援事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 28年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

市内には、村上堆朱や越後しな布などの伝統的な工芸や三面川の鮭の食文化など伝統的な産業

が行われているが、後継者の不足などが課題となっている。また、空き家、空き店舗が増加し

歴史的景観が喪失する一つの要因となっていることから、新規起業者、開業者に対し開業費用

の一部を補助し支援を行うことにより、伝統産業の維持及び空き家、空き店舗となった町家な

どの歴史的建造物等の活用を推進しつつ、また、開業者の地域コミュニティへの参加により担

い手が減少している歴史的な活動の継続を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

「歴史的風致形成建造物保存事業」及び「建造物外観修景事業」の事業概要説明会時に、地方産業育成資金貸付

事業などの補助制度とともに、当該、補助事業についても周知を図った。 

補助件数：7件（うち歴史的風致の範囲内の空き家・空き店舗を活用した起業者等への補助件数：0件） 

（うち歴史的風致の要素となる活動に関連した事業の起業者等への補助件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

商工会議所や商店街組合などの商工関係団体と連携を図りながら、景観形成

助成金事業などの建造物の外観の修理、修景事業や地方産業育成資金貸付事

業と併せ制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 「創業応援事業補助金」募集要項 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－18 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

空き家バンク移住応援補助金事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 27年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

歴史的景観が喪失する一つの要因となっている空き家の物件情報を提供しつつ、物件購入者に

建築物の改修に要する費用の一部を補助し空き家を有効に活用することにより、市街地環境を

改善しながら歴史的町並み景観を保全し、また、移住者の地域コミュニティへの参加により、

担い手が減少している歴史的な活動の継続を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

「歴史的風致形成建造物保存事業」及び「建造物外観修景事業」の事業区域内の建造物所有者を対象に開催した

事業概要説明会時に、空き家バンク登録制度についても併せて周知を図った。 

空き家バンクの登録物件数：29件（うち歴史的風致の範囲内の空き家の件数：11件） 

補助金交付件数：2件（うち歴史的風致の範囲内の空き家への交付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

認定計画重点区域内にも多数の空き家が現存することから、「建造物外観修景

事業」等の事業説明会と併せ、空き家バンク制度についても周知を行い、所

管課と連携を図りながら空き家バンクへの登録を促進しつつ、歴史的町並み

景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 空き家バンク登録物件（認定計画重点区域内） 

 

（村上市三之町地内） 

 

（村上市小町地内） 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－19 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

地方産業育成資金貸付事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 20年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

市内には、村上堆朱や越後しな布などの伝統的な工芸や三面川の鮭の食文化など伝統的な産業

が営まれているが、今後の維持にあたって後継者の不足などが課題となっており、これらの産

業に従事する市内の卸売業や小売業、飲食業等を営む中小企業者に運営資金や設備資金を貸付

することにより歴史的な活動の維持また発展を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

「歴史的風致形成建造物保存事業」及び「建造物外観修景事業」の事業概要説明会時に、創業応援事業補助金な

どの補助制度とともに、当該、貸付事業についても周知を図った。 

貸付件数：29件（うち歴史的風致の範囲内の空き家・空き店舗を活用した事業者への貸付件数：0件） 

（うち歴史的風致の要素となる活動に関連した事業者への貸付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

商工会議所や商店街組合などの商工関係団体と連携を図りながら、景観形成

助成金事業などの建造物の外観の修理、修景事業補助金や創業応援事業など

の補助金制度などと併せ制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

該当する資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－20 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

村上堆朱育成推進事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 28年度～平成 37年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

村上堆朱は、村上市を代表する伝統工芸であり歴史的風致の一つの要素となっている産業であ

るが、後継者の不足などが課題となっており、この産業の「ＰＲや販路拡大」「後継者育成」「原

材料の確保」の 3つのテーマについて振興プランを作成しつつ、担い手の育成や産業振興など

の官民協働による事業を実施し、歴史的な活動の維持及び継承を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成 29年 5月に「堆朱のまち村上再生計画」を策定し、この計画に基づき長岡造形大学と連携し新たなデザイ

ンによる新商品開発や村上堆朱の原材料である漆の確保に向けた補助金制度、認知度向上に向けた取り組みを

実施した。また、後継者の不足が課題となっていることから、村上堆朱の職人として技術を習得するための補助

金制度を創設し後継者候補に対し補助金を交付した。 

事業内容：長岡造形大学と連携した新商品の開発 

原材料（漆）の植栽、保育に関する補助金制度の創設 

後継者の育成 補助対象者 3人（※3年間の継続事業） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

産学官の連携による新商品開発や販路拡大に向けたＰＲ、後継者の育成補助

金を交付しながら、伝統産業である村上堆朱の活性化を図りつつ、歴史的な

活動の維持及び継承を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 長岡造形大学学生がデザインした村上堆朱 

 

写真 後継者補助制度を活用した職人の作業の様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－21 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

歴史的資源学習会事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 24年度～平成 37年度 

支援事業名 地域まちづくり交付金（村上市単費） 

計画に記載し

ている内容 

市内には歴史資源が多数、現存していることから、各地域のまちづくり協議会等と連携を図り

ながら、地域の歴史資源を再発見するためのガイドブックなどの資料を作成し、これをもとに

現地を確認する体験学習会を開催することにより、地域内の歴史的風致に接する機会を創出

し、歴史的な活動の伝承や建造物の保存活用の重要性について周知を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市では、市民と行政が一体となり市民協働のまちづくりに取り組んでおり、その推進組織として１７のまち

づくり組織が設立されており、認定計画重点区域内でまちづくりを実施している「村上地域まちづくり協議会」

や「出羽街道沿線の伝統行事にみる歴史的風致」の範囲である「塩野町地域まちづくり協議会」などでは、歴史

資源を再発見するためのガイドブックを作成し、このガイドブックの作成と併せ学習会が開催された。 

学習会開催状況：「城下町探検ウォーク」（村上地域まちづくり協議会） 参加者 34名 

「お宝めぐり in塩野町」(塩野町地域まちづくり協議会) 参加者数 18人 

「霊樹山耕雲寺を楽しく知ろう！」(山辺里地域まちづくり協議会) 参加者数 35人 

「大葉沢城跡健康ウォーク」（舘腰地域まちづくり協議会） 49人 

「地域資源調査『猿沢集落ウォーキング』」(猿沢地域まちづくり協議会) 23人 

ガイドブック作成：「城下町探検ガイド」Ⅵの発行（村上地域まちづくり協議会） 

「しおのまち図 shionomachi-otakara-map」の発行(塩野町地域まちづくり協議会) 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

各地域のまちづくり協議会と連携を図りながら、地域内の歴史資源について

の普及啓発に向けた活動の継続を依頼する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 「城下町探検ウォーク」の様子 

 

写真 「お宝めぐり in塩野町」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

図 「城下町探検ウォーク」募集案内 

 

図 「城下町探検ガイド」Ⅵ 

 



村上市－35 

 

進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－22 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

伝統芸能体験事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 24年度～平成 37年度 

支援事業名 地域まちづくり交付金（村上市単費） 

計画に記載し

ている内容 

市内には村上まつりや岩船まつりなどの祭礼行事や大須戸能などの伝統芸能が伝承されてい

るが、後継者の不足が課題となっていることから、各地域のまちづくり協議会等と連携を図り、

これらの活動と関係性の低い子ども達に疑似体験する機会を設けることにより、歴史的な活動

に興味、関心が芽生え、今後の担い手の確保を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市では、市民と行政が一体となり市民協働のまちづくりに取り組んでおり、その推進組織として１７のまちづ

くり組織が設立されている。そのうち、認定計画重点区域内でまちづくりを実施している「村上地域まちづくり

協議会」では、村上城下町の代表的な祭礼行事である村上祭の体験講座が開催された。 

実施状況：村上祭の「お祭り体験講座」（村上地域まちづくり協議会） 参加者：150名（うち児童 30名） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

各地域のまちづくり協議会と連携を図りながら、地域内の歴史的な活動の普

及啓発を図りつつ、担い手の確保に向けた活動の継続を依頼する。 

状況を示す写真や資料等 

図 「お祭り体験講座」募集案内 

 
 

写真 「お祭り体験講座」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－１ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

指定文化財等は、当市の歴史的発展の経緯や文化的価値を伝える貴重な資料であるとともに、

今後の地域づくりや観光交流等のまちづくりを展開する上で、重要な地域固有の地域資源であ

ることから、これらの指定文化財等の保存については、文化財保護法等の関連法令に基づき、

国や県と連携しながら保存や管理等の保護措置を講じ、所有者や管理者等と連携を図りながら

適切な保存継承に努める。また、管理者不在による歴史的建造物の荒廃や解体、所有者の生活

スタイルの変化等による建て替えなどにより未指定の歴史的建造物や歴史遺産等の喪失や伝

統芸能や伝統産業の担い手の不足による保存継承の難しさも課題となっていることから、これ

らの価値づけを行うための調査や研究を進め、その価値が確認できたものについては、所有者

や関係者等への働きかけを行い、指定や登録等の制度を活用した保護措置を検討するなど、指

定文化財等の保存同様、貴重な歴史文化的資源の保存継承に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

国指定史跡「村上城跡」の石垣遺構の保全や重要文化財「若林家住宅」の三和土（たたき）修復など、下記の文

化財について、修復を実施した。また、文化財等の歴史的建造物や町並み景観に影響を与える長期未着手の都市

計画道路についても、平成 29年 7月に都市計画決定権者である新潟県が一部区間について廃止を行った。 

国指定史跡「平林城跡」：元屋敷・弁天虎口の発掘調査 Ａ＝387㎡ 

国指定史跡「村上城跡」：石垣遺構保全・顕在化（草木処理） Ａ≒300㎡ 

黒門跡発掘調査（埋没遺構検出） Ａ≒70㎡ 

重要文化財「若林家住宅」：三和土(たたき)修繕 Ａ＝83.5㎡ 

動力消火ポンプ入れ替え １機 

市指定有形文化財「千眼寺保呂羽堂」：外壁修繕 

市指定無形民俗文化財「坂町獅子踊り」：衣装新調 3着 

一部区間を廃止した都市計画道路：3.4.4 泉町羽黒町線（現上町羽黒町線） 廃止区間延長Ｌ＝602ｍ 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

老朽箇所の修繕や発掘調査を実施しながら文化財の保存を図る。また、歴史

的建造物等に影響を与える長期未着手の都市計画道路について、見直し検証

を行いながら廃止などを検討する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 国指定史跡「村上城跡」石垣の保全（顕在化） 

 

顕在化前 

 

顕在後 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

写真 重要文化財「若林家住宅」式台玄関の三和土（たたき）修繕 

 

修繕前 

 

修繕後 

写真 市指定有形文化財「千眼寺保呂羽堂」の外壁修繕 

 

修繕前 

 

修繕後 

図 歴史的建造物や町並み景観に影響を与える都市計画道路の廃止箇所 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－２ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の活用について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

重要文化財である若林家住宅や市の指定文化財である旧嵩岡家住宅等の市所有の武家住宅の

一般公開など行い、歴史的、観光資源として活用を図っているが、民間まちづくり団体等にお

いても、村上地域村上地区での町家内部を公開する「町屋の人形さま巡り」や「町家の屏風ま

つり」、神林地域砂山地区の塩谷集落の歴史的な町並み景観を活用した地域活性化のイベント、

朝日地域塩野町地区の大須戸集落に伝承されている大須戸能を活用したイベント、山北地域中

俣地区の山熊田集落の生業の里における「越後しな布織体験」など市内各所で文化財を活用し

た地域活性化の取り組みが行われている。今後も、文化財等の所有者又は管理者、文化財を活

用したまちづくり団体等と相互連携を図りながら、文化財等の公開活用や歴史、文化に関する

普及啓発を推進し、市民一人ひとりが文化財の価値や魅力を理解し地域への誇りや愛着を深め

ていけるよう努めながら、地域活性化のひとつの鍵として活用を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

重要文化財「若林家住宅」など武家住宅や郷土資料館の指定管理者である財団法人イヨボヤの里開発公社では、

若林家住宅での茶会や年中行事である節分行事などが開催され、まちづくり団体が開催する「春の庭百景めぐ

り」などとも連携しながら文化財の活用が図られた。また、国登録有形文化財吉川家住宅などの文化財では、ま

ちづくり団体「村上町屋商人会」が主催となり、町家の生活空間にひな人形や屏風を展示し、一般に公開する

「町屋の人形さま巡り」などのイベントが開催され、道の駅「朝日」では、施設構内に県指定無形民俗文化財で

ある「大須戸能」の仮設の能舞台を設置し鑑賞会を開催するなど文化財の活用が図られた。 

活用状況：「新緑の若林邸茶会」（重要文化財「若林家住宅」） 参加者 138名 

「とんと昔の会 in若林邸」（重要文化財「若林家住宅」） 参加者 65名 

「こども豆まき大会」（重要文化財「若林家住宅」） 参加者 13人 

「武家屋敷で夏を楽しむ」(市指定有形文化財「旧成田家住宅」) 参加者 50名 

「町屋の人形さま巡り」（国登録有形文化財「吉川家住宅」他） 入込客数 98,000人 

「町屋の屏風まつり」（国登録有形文化財「吉川家住宅」他） 入込客数 24,000人 

「春の庭百景めぐり」（重要文化財「若林家住宅」他） 入込客数 15,000人 

「宵の竹灯篭まつり」（国登録有形文化財「旧第四銀行村上支店長住宅」他） 入込客数 10,000人 

「塩谷の町屋散策」（国登録有形文化財「瀬賀惣一郎商店」他） 入込客数 2,600人 

「節分豆まき」（耕雲寺） 参加者 200名 

「大須戸能薪能」（県指定無形民俗文化財「大須戸能」） 入込客数 220人 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

市所有の武家住宅などの文化財については、一般公開などを行いながら、ま

ちづくり団体と連携した各種イベントを開催し、また、個人所有の文化財等

については、所有者又は管理者の一般公開に対しての理解を求めつつ、まち

づくり団体と相互連携を図りながら、文化財を活用したイベントの開催など

地域活性化を推進する。 

状況を示す写真や資料等 

次頁に記載 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

●重要文化財「若林家住宅」の活用 

写真 「新緑の若林邸茶会」の様子 

 

●国登録有形文化財吉川家住宅他の活用 

写真 「町屋の人形さま巡り」の様子 

 

●国登録有形文化財旧第四銀行村上支店長住宅 

写真 「宵の竹灯篭まつり」の様子 

 

 

写真 「こども豆まき大会」の様子 

 

 

写真 「町屋の屏風まつり」の様子 

 

●国登録有形文化財瀬賀惣一郎商店他 

写真 「塩谷の町屋散策」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－３ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の修理や整備について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

指定文化財等の修理、整備にあたっては、文化財の特性や保存状態を考慮した上で文化財とし

ての価値を損なうことがないよう十分に配慮し、適切な手法を選択する必要があることから、

国や県等の関係機関と協議、連携を図りながら、村上市文化財保護審議会などの学識経験者や

専門家から指導、助言を仰ぎながら実施し、所有者や管理者の負担軽減を図るため適切な指導、

助言を行いながら支援策について検討する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

重要文化財「若林家住宅」では、式台玄関の三和土（たたき）の修繕及び動力消火ポンプの入れ替えを実施する

など、下記の文化財において、老朽箇所などの修理を実施した。また、国指定史跡「平林城跡」では、国史跡平

林城跡整備基本計画に基づき展示室併設トイレを建築し、国指定史跡「村上城跡」では石垣遺構の除草を行い遺

構の顕在化を実施した。 

修理内容：重要文化財「若林家住宅」 三和土(たたき)修繕 Ａ＝83.5㎡ 

動力消火ポンプ入れ替え １機 

市指定有形文化財「千眼寺保呂羽堂」 外壁修繕 

整備内容：国指定史跡「平林城跡」 展示室併設トイレの建築 １棟 82.62㎡ 

国指定史跡「村上城跡」 石垣遺構保全・顕在化（草木処理） Ａ≒300㎡ 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

市有等の文化財については、各種整備基本計画に基づきながら年次的に整備

修繕を実施し文化財の保存を図る。また、個人所有の文化財については、今

後も所有者や管理者の負担軽減を図るための支援を実施し、文化財の保存を

図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 重要文化財「若林家住宅」三和土（たたき）修繕状況 

 

修繕前 

 

修繕後 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－４ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用を行うための施設について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

村上市郷土資料館やイヨボヤ会館、縄文の里・朝日などの施設では、歴史資料や民俗資料、考

古資料等の展示とともに各種イベントが開催され、市民や来訪者に対し当市の歴史的風致に接

する機会を提供しているが、今後も一層の創意工夫により展示内容の充実を図るとともに、文

化財の所有者や管理者との連携や協力のもと、その保存、活用や展示公開の推進による普及啓

発に努める。また、これらの施設が、市内各所に点在していることから施設相互の連携、協力

を図りながら、文化財の存在や価値を広く発信していけるよう有効な利活用に向けた取組を検

討する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

「村上市郷土資料館」などの施設では、歴史資料や民俗資料、考古資料等の常設展示とともに、下記のイベント

が開催された。特に、認定計画重点区域内に広がる歴史的風致に関係する「村上市郷土資料館」では、まちづく

り団体が主催する「町屋の人形さま巡り」や「町屋の屏風まつり」などのイベントと併せ特別展を開催し、「イ

ヨボヤ会館」では、鮭の文化を広く周知するため「越後村上三ノ丸流鮭塩引き道場」が開設された。 

各施設の入館者数：村上市郷土資料館 25,050人 

イヨボヤ会館 46,450人 

縄文の里・朝日 2,850人 

歴史文化館 25,050人 

イベント開催状況：「和みの夕べ三味線コンサート」（郷土資料館） 参加者 84名 

「歴史講座」（郷土資料館） 参加者 92名（計 2回） 

「初心者歴史体験講座」（郷土資料館） 参加者 14名 

「立志式」（三の丸記念館） 参加者 41名 

「越後村上三ノ丸流鮭塩引き道場」（イヨボヤ会館） 参加者 486名 

「縄文時代体験」（縄文の里・朝日） 参加者延べ 1,508名 

「縄文人一日なりきり体験」（縄文の里・朝日） 参加者 16名 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史資料の常設展示とともに、まちづくり団体と連携を図りながら文化財等

を活用したイベントを開催し、文化財の存在や価値を広く発信する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 郷土資料館での「和みの夕べ三味線コンサート」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

写真 郷土資料館での「初心者歴史体験講座」の様子 

   

写真 三の丸記念館での「立志式」の様子 

   

写真 イヨボヤ会館での「越後村上三ノ丸流鮭塩引き道場」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－５ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の周辺環境の保全について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

当市は、指定文化財等とともに歴史的建造物とが一体となり城下町や旧街道沿線の宿場町、北

前船の寄港地である港町としての歴史的な景観が市内各所で形成されており、自然環境や歴

史、文化など地域固有の景観を保全、保存する取り組みを実施している。今後も、景観法や条

例、制度等により適切な環境保全を図りながら、文化財周辺の町並み修景や整備を推進するた

め、景観計画の重点地区制度の周知及び活用促進を図るとともに、修景整備等に係る支援を拡

充し、文化財と一体となった周辺環境の保全に努める。特に、認定計画重点区域については、

都市計画法に基づく用途地域を指定することにより土地利用の規制誘導を図り、文化財等の周

辺環境の保全に取り組んでいるが、更に修景整備等に係る支援の拡充や道路の美装化や無電柱

化等の公共施設の整備等についても検討し、文化財と一体となった周辺環境の保全に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成 26年度から景観計画重点地区内において、文化財及び文化財周辺の建造物の外観の修景行為に対し補助す

る「景観形成助成金」を制度化しているが、平成 29年 5月に認定計画重点区域内のメーンストリートであり、

吉川家住宅等の国登録有形文化財が多数立地する区域を対象に「歴史的風致形成建造物保存事業」及び「建造物

外観修景事業」を新規に創設し、文化財の周辺環境の保全を図った。また、文化財等の歴史的建造物や町並み景

観に影響を与える長期未着手の都市計画道路についても、平成 29年 7月に都市計画決定権者である新潟県が一

部区間について廃止を行った。 

実施内容：景観形成助成金の交付 交付件数 6件 

歴史的風致形成建造物保存事業補助金の交付 交付件数 0件 

建造物外観修景事業補助金の交付 交付件数 1件 

歴史的建造物等に影響を与える都市計画道路の一部区間の廃止 

都市計画道路 3.4.4 泉町羽黒町線（現上町羽黒町線） 廃止区間延長Ｌ＝602ｍ 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

「歴史的風致形成建造物保存事業」や「景観形成助成金」などの歴史的建造

物の保存や町並み景観の保存事業を実施し、文化財の周辺環境の保全を図り

つつ、歴史的建造物等に影響を与える長期未着手の都市計画道路について見

直しを行い、廃止を検討する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 補助金交付建造物の修景状況（村上小町郵便局） 

 

修景前 

 

修景後 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

図 歴史的建造物や町並み景観に影響を与える都市計画道路の廃止箇所 

 
写真 廃止した都市計画道路沿線に立地する文化財 

（国登録有形文化財「吉川家住宅」） 

 

（国登録有形文化財「早撰堂菓子店） 

 

（国登録有形文化財「益甚酒店」） 

 

（国登録有形文化財「井筒屋旅館」） 
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評価軸④－６ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の防災について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

文化財の災害予防については、文化財の現状把握、災害発生時に対応する措置をあらかじめ明

確にしながら予防対策に努め、文化財所有者に対して防災計画について必要な都度、指導、助

言し、応急対策については、文化財の被害状況を把握しながら必要な応急措置を行うことによ

り被害の軽減に努め、消防本部は文化財の分布状況をあらかじめ把握し、地震火災時において

消失のないよう措置するとされていることから、今後も、文化財所有者や管理者、消防本部な

どの関係機関との連携を図りながら災害予防に努める。文化財所有者及び管理者は、可能な限

り被害状況の把握に努め、二次的倒壊や崩落を極力防止するために、危険のない範囲で、応急

的措置を講じるよう対応するとされており、文化財の被害の軽減を図るためにも県及び市はそ

れを指導、助言するとともに可能な限りの支援を実施する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財防火デーに併せ、重要文化財「若林家住宅」他 3施設において防災訓練を実施し、放水銃による放水訓練

や貴重品の持ち出しなど災害発生時の対応を確認した。なお、当初、消防本部の参加も予定していたが、訓練直

前に発生した火災により急遽不参加となった。また、重要文化財「若林家住宅」では、災害発生時の減災対策と

して動力消火ポンプの入れ替えを実施した。 

活動内容：煙探知機作動による火災報知機作動の確認 

来館者の避難誘導と貴重品持ち出し訓練 

放水銃による若林家住宅への延焼防止放水訓練 

参加者数：15名（指定管理者職員 11名 市教育委員会 4名） 

防災施設整備：重要文化財「若林家住宅」 動力消火ポンプ入れ替え １機 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

今後も継続的に防災訓練を実施し、文化財の保存に努めつつ、老朽化した防

災設備については、年次的に入れ替えなどの整備を実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 防災訓練の様子 

（初期消火訓練） 

 

写真 防災訓練の様子 

（放水銃による放水） 
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評価軸④－７ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用の普及・啓発について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

文化財の存在とその価値について周知するため文化財マップ等を作成しているが、更なる周知

の必要があることから、広報やホームページなどの様々な媒体を活用し、文化財の価値や魅力

についての情報を広く発信するとともに、保全及び活用の必要性等について広く周知を図りな

がら、関係団体とも連携、協力し、学校教育や生涯学習等を通じて、市民一人ひとりが身近に

地域の歴史や文化について学ぶ機会を提供し、住民意識の醸成に努める。また、文化財の活用

を推進するため、所有者や管理者等と協議、連携しながら誰もが文化財を気軽に見学し親しむ

ことのできる機会を検討し、また、各地域のまちづくり協議会やまちづくり団体と相互連携を

図りながら、文化財等の公開活用や歴史、文化に関する普及啓発を推進する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

国指定史跡「平林城跡」や「村上城跡」では、各史跡整備基本計画に基づき年次的に修復整備や発掘作業など

を行っているが、発掘作業に併せ現地説明会を開催し、文化財の保存に対する意識の醸成を図った。また、認

定計画重点区域は、村上城下町当時の地割が色濃く残る地域であり、歴史的建造物などの文化財等も多数現存

していることから、これらの文化財等の歴史資源を市民だけでなく来訪者にも広く普及啓発するため、歴史的

風致の解説及び歴史的風致や城下町当時の地割を歩いて感じるまち歩きマップを作成し無料配布した。これら

の他、各地域のまちづくり協議会においても、地域資源を再確認するガイドブックの作成や学習会が開催され

ている。 

活動内容：「国指定史跡「村上城跡」発掘箇所現地説明会」の開催 参加者 39名 

「国指定史跡「平林城跡」発掘箇所現地説明会」の開催 参加者 25名 

「初心者歴史体験講座」（郷土資料館）の開催 参加者 14名 

「歴史講座」（郷土資料館）の開催 参加者 92名（計 2回） 

「城下町探検ウォーク」（村上地域まちづくり協議会）の開催 参加者 34名 

「お宝めぐり in塩野町」(塩野町地域まちづくり協議会)の開催 参加者 18人 

「霊樹山耕雲寺を楽しく知ろう！」(山辺里地域まちづくり協議会)の開催 参加者 35人 

「大葉沢城跡健康ウォーク」（舘腰地域まちづくり協議会）の開催  参加者 49人 

「地域資源調査『猿沢集落ウォーキング』」(猿沢地域まちづくり協議会)の開催  参加者 23人 

「まち歩き城下絵図」の発行 配布部数（作成部数）3,000部 

「城下町探検ガイド」Ⅵの発行（村上地域まちづくり協議会） 

「しおのまち図 shionomachi-otakara-map」の発行(塩野町地域まちづくり協議会) 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

発掘作業などに併せ現地説明会や文化財等の地域資源について接する学習会

を今後も定期的に開催しつつ、地域資源を再確認するパンフレットの作成な

ど、各地域のまちづくり協議会やまちづくり団体と相互連携を図りながら、

文化財等の公開活用や歴史、文化に関する普及啓発を図る。 

状況を示す写真や資料等 

次頁に記載 
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状況を示す写真や資料等 

写真 発掘箇所現地説明会の様子 

（国指定史跡「村上城跡」） 

 

（国指定史跡「平林城跡」） 

 

 

写真 「霊樹山耕雲寺を楽しく知ろう！」の様子 
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評価軸④－８ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

埋蔵文化財の取扱い及び保存・活用について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

当市内には、史跡である村上城跡や平林城跡を代表とする埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が、現在、

確認されているだけでも 659件存在し、市内各所に点在している。現在も継続して分布調査や

試掘確認調査を実施しており、周知の埋蔵文化財包蔵地については、今後も文化財保護法に基

づきその現状の把握に努め適切な保護の措置を講じながら、今後も県と連携を図り、保護すべ

き対象や範囲についての検討を含め継続して取り組む。 

また、埋蔵文化財の活用については、平成 6年（1994）に文化庁に設置された「埋蔵文化財発

掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会」の報告を参考にしながら活用方法の検討を

行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市内には、埋蔵文化財包蔵地が各所に点在していることから、文化財保護法の規定に基づく事前届出に基づ

き試掘確認調査を実施した。 

文化財保護法の規定に基づく事前届出件数：10件 

埋蔵文化財包蔵地の調査状況：10箇所 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

周知の埋蔵文化財包蔵地については、今後も文化財保護法に基づきその現状

の把握に努め適切な保護を講じる。 

状況を示す写真や資料等 

写真 埋蔵文化財包蔵地の調査の様子 

 

村上城跡（堀片地内） 

 

村上城跡（二之町地内） 
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評価軸④－９ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用に係る市町村の体制について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

今後は、文化財の保存及び活用だけではなく、文化財の周辺環境も一体となった取り組みが必

要であることから、文化財担当部局だけではなく、都市整備部局や商工観光部局などの関係部

署との円滑な連携を図り、文化財保護行政の推進に努める。また、文化財保護審議会について

は、当市の未指定文化財の調査、発掘とその価値付けに必要な資料の収集などに関してさらに

指導的立場を発揮し、当市の文化財保護について積極的支援を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財の指定に関する事務については、文化財担当部局で担当しているが、文化財の周辺環境の整備にあたっ

ては、文化財担当部局だけではなく、都市整備部局や商工観光部局などの関係部署と連携し、庁内の検討組織で

ある政策調整会議を開催し検討を行った。また、文化財に指定されていない歴史的建造物については、歴史まち

づくり担当部局と文化財担当部局が歴史的風致形成建造物の指定候補の抽出を行うなど連携を図りながら、歴

史的風致形成建造物の指定候補の追加を行った。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的価値の高い未指定文化財については、調査やその価値付けに必要な資

料の収集など行いつつ、その周辺環境については、文化財担当部局だけでは

なく、都市整備部局や商工観光部局などの関係部署と連携を図りながら文化

財保護行政を推進する。 

状況を示す写真や資料等 

図 歴史的風致維持向上計画の推進体制 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－10 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用に関わる住民等の各種団体の体制整備について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

歴史的風致の維持向上に向けた取り組みを実施していく上では、市内各地で活動されているま

ちづくり団体との連携が不可欠であることから、各地域のまちづくり組織と連携を図り、各地

域のまちづくり組織以外の各種団体については、多様な活動をさらに推進するため協議、連携

を図りながら必要な情報を提供し、人材の育成や支援の充実を講じるなど官民一体となった文

化財の保存及び活用体制の構築を目指し検討する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

「建造物外観修景事業」などの補助金制度の交付対象箇所以外の箇所や事業区域外に立地する建造物など、市

で補助金の交付ができない建造物の修理修景行為や自己負担分の資金調達が困難な建造物所有者への支援な

ど、認定計画重点区域内の主に旧町人町地内で取り組みを進めている「村上町屋再生プロジェクト」及び「チー

ム黒塀プロジェクト」に支援依頼を行うなど、まちづくり団体と連携し文化財の保存を図った。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物の保存及び歴史的町並み景観の保全の取り組みを進めているま

ちづくり団体や各地域のまちづくり協議会と連携し文化財の保存を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 まちづくり団体が補助金を交付し修景した建造物 

 

修景前 

 

修景後 

 

修景前 

 

修景後 
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評価軸⑤－１ 

効果・影響等に関する報道 

       評価対象年度 平成 28・29年度 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

●歴史的風致維持向上計画の認定等に関する報道   

村上市歴史的風致維持向上計画 県内初、国の認定へ 

外観修景など２２事業含む計画を答申 
平成 28年 7月 3日 村上新聞 

伝統的建造物など後世へ 

１０年かけ修景、道路美装「歴史的風致維持計画」 
平成 28年 7月 3日 サンデーいわふね 

村上市が風致維持向上計画策定へ 

 歴史の町づくり後押し 武家町など重点地域に 
平成 28年 7月 7日 新潟日報 

村上市、歴史的建造物や伝統的活動の維持向上活動に注力 平成 28年 7月 8日 にいがた経済新聞 

歴史的まちづくりへ村上市などの計画認定 平成 28年 9月 30日 産経新聞 

歴史的風情を活用 まちづくり計画 村上市など認定 平成 28年 9月 30日 新潟日報 

歴史的風致向上計画 国の認定を受ける 村上市 平成 28年 10月 1日 読売新聞 

村上市歴史的風致維持向上計画 

 城下重点に町づくり支援 ３省庁が認定、県内初 
平成 28年 10月 9日 村上新聞 

建造物や伝統行事に国の補助 県初の「歴史的風致維持計画」認定 平成 28年 10月 9日 サンデーいわふね 

県内初 歴史的風致維持向上計画認定で観光 PRをさらに加速化 平成 29年 3月 15日 NIIGATA市町村情報 

修景イメージ図が完成 村上市建造物外観修景事業 

 複数の補助金制度も紹介 
平成 29年 4月 9日 村上新聞 

●歴史的な活動に関する報道   

朝だ！生です旅サラダ ＊三面川の居繰網漁 平成 28年 12月 3日 ABC朝日放送 

たけしのニッポンのミカタ！ ＊塩引き鮭 平成 28年 12月 16日 テレビ東京 

にっぽん真発見 ＊三面川の居繰網漁 平成 29年 1月 15日 BSジャパン 

国の重要文化財指定への課題は 

 ３カ年で実施「村上まつり調査」の報告会開催 
平成 29年 3月 12日 サンデーいわふね 

山間の舞台に幽玄の花 大須戸能が春の定期能 平成 29年 4月 9日 村上新聞 

鑑賞に市内外から 200人 シャッター音も重なり 

 大須戸能の定期演能 
平成 29年 4月 9日 サンデーいわふね 

職人の道へ 若者３人が入所 村上木彫堆朱後継者育成事業 

 ３年間「彫り」や「塗り」学ぶ 
平成 29年 4月 23日 村上新聞 

３年間指導を受けながら３人「彫」「塗」学びその後産業従事 

 村上堆朱事業組合が後継者採用 
平成 29年 4月 23日 サンデーいわふね 

たけしの健康エンターテインメント！みんなの家庭の医学 

＊塩引き鮭 
平成 29年 5月 16日 ABC朝日放送 

羽鳥慎一モーニングショー ＊老舗染物屋 平成 29年 5月 17日 テレビ朝日 

北限の茶処、発展願い 村上製茶 荒茶加工場が竣工セレモニー 平成 29年 6月 4日 村上新聞 

中断の「あまめはぎ」学ぼう 

 山辺里小３年生 大栗田住民迎えインタビュー 
平成 29年 6月 11日 サンデーいわふね 

村上大祭 上町からネット生中継 ７日午前７時４５分から 平成 29年 6月 25日 村上新聞 

長岡造形大学×村上木彫堆朱 堆朱デザイン新たな視点で 

 学生５人が村上視察 意見交換も 
平成 29年 6月 25日 村上新聞 

港町 きらびやかに 岩船大祭 おしゃぎり勇壮に巡行 平成 29年 10月 22日 村上新聞 

９屋台曳行 漁師町に熱気 岩船まつり本祭 平成 29年 10月 22日 サンデーいわふね 

世界ふしぎ発見！ ＊三面川の居繰網漁、塩引き鮭 平成 29年 11月 4日 TBSテレビ 

次頁に続く 
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進捗評価シート       （様式１－５） 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

大栗田のあまめはぎ 継承へ勉強の成果実演披露 山辺里小の３年生 平成 29年 11月 5日 サンデーいわふね 

村上木彫堆朱×長岡造形大 製品化目指し新デザイン 

 学生６人が絵柄など最終発表 
平成 29年 11月 12日 村上新聞 

木彫堆朱新デザインへプレゼン 

 ４月から見学検討 長岡造形大生が最終発表会 
平成 29年 11月 12日 サンデーいわふね 

三面の鮭文化継承の会「越後村上の鮭料理百選」を発刊 平成 29年 11月 19日 村上新聞 

「100種類ある」伝承再現へ調理 ５年間かけ味わい尽くして 

 「三面の鮭文化の会」第２巻を刊行 
平成 29年 11月 19日 サンデーいわふね 

朝だ！生です旅サラダ ＊塩引き鮭 平成 29年 11月 25日 ABC朝日放送 

ごはんジャパン ＊塩引き鮭 平成 29年 12月 23日 テレビ朝日 

うまいッ！ ＊塩引き鮭 平成 29年 12月 24日 NHK総合 

世界！ニッポン行きたい人応援団 ＊塩引き鮭 平成 29年 12月 25日 テレビ東京 

村上大祭が国指定 重要無形民俗文化財に！！ 平成 30年 1月 19日 村上新聞 号外 

村上大祭 国重要無形民俗文化財指定に 

 屋台行事として答申 保存会「新たなスタート 未来へ」 
平成 30年 1月 21日 サンデーいわふね 

「村上祭の屋台行事」が国指定 

重要無形民俗文化財 県で 11年ぶり 
平成 30年 1月 28日 村上新聞 

村上大祭の国重要文化財指定「19町内が力合わせた結果」 平成 30年 1月 28日 サンデーいわふね 

関東伝統工芸士会作品コンクール 

 小杉さん(長井町)が最高賞 村上木彫堆朱「飾皿」で 
平成 30年 2月 11日 村上新聞 

村上堆朱「地紋彫」に最高評価 関東工芸士会作品コンクール 

 小杉和也さん作品が経産省長賞に 
平成 30年 2月 11日 サンデーいわふね 

村上市制１０周年・村上大祭国指定記念事業  

来月 29日におしゃぎり巡行 
平成 30年 3月 4日 村上新聞 

記念事業で 19町内屋台巡行 4月 29日 村上大祭の国重文指定祝い 平成 30年 3月 4日 サンデーいわふね 

国重要無形民俗文化財指定 ３月に屋台お囃子市街地響き 平成 30年 3月 18日 サンデーいわふね 

●歴史的建造物や町並み景観に関する報道   

「塩引鮭お茶漬」メインにきっかわの鮭料理通年で提供 平成 29年 3月 12日 サンデーいわふね 

千年鮭生かしたリニューアル 小町の井筒屋 

 お茶漬け中心に喫茶メニューも 
平成 29年 3月 26日 村上新聞 

村上市大町 閻魔像 鎮座４００年 

 大修復に向け調査団 東北芸工大「文化財に値する」 
平成 29年 4月 30日 村上新聞 

客対の間・居間で裏千家 若林家住宅「新緑茶会」 平成 29年 5月 14日 サンデーいわふね 

まるどりっ！ ＊町屋 平成 29年 6月 24日 UX新潟テレビ 21 

閻魔様を市の文化財に 大町区・大町振興会 400年の歴史伝え市長に嘆願 平成 29年 6月 25日 村上新聞 

歴史的風致形成建造物 町屋など 14件を指定 

村上堆朱のプレートを交付 
平成 29年 7月 9日 村上新聞 

２神社社殿や旧住宅ほか酒店、割烹など 14 

 歴史的風致形成建造物に指定 
平成 29年 7月 9日 サンデーいわふね 

町並みに調和 村上小町郵便局 歴史的風致計画・修景事業第 1号 平成 29年 10月 1日 村上新聞 

村上・小町 郵便局ハイカラに一新 市歴史的風致計画を活用 平成 29年 10月 18日 新潟日報 

出櫓台下草むらかみ石垣一部 村上城跡発掘調査で現地説明会開催 平成 29年 11月 26日 サンデーいわふね 

軒先に見事な一本杉梁 助成事業で外観再生 小国町の藤井折箱屋 平成 29年 11月 26日 サンデーいわふね 

地元職人の技で外観リニューアル 

 藤井折箱屋 町屋再生Ｐ事業を活用 
平成 29年 12月 3日 村上新聞 

次頁に続く 
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進捗評価シート       （様式１－５） 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

●歴史資源を活用したまちづくり団体に関する報道   

人形さま巡り開幕 平成 29年 3月 5日 村上新聞 

７７店４０００体と人がお出迎え 

 村上市街地「町屋の人形さま巡り」が開幕 
平成 29年 3月 5日 サンデーいわふね 

第 18回 町屋の人形さま巡り 

 ～江戸時代から平成までの人形４０００体を展示～ 
平成 29年 3月 5日 

むらかみ商工会議所 

ニュース 

町屋再生プロジェクトが日本ユネスコ・プロジェクト未来遺産に登録。 平成 29年 4月 9日 村上新聞 

互いの労ねぎらい… 町屋の人形さま巡りが閉幕 平成 29年 4月 9日 村上新聞 

「にいがた庭園街道 290」に最優秀賞 

 県観光ＰＲアイデアコンテスト 2017 
平成 29年 4月 9日 村上新聞 

100年後の子どもたちへ 日本ユネスコ協会連盟 

むらかみ町屋再生Ｐ活動が「プロジェクト未来遺産」に 
平成 29年 4月 9日 サンデーいわふね 

城下町の中心で着物体験を 人形さま巡り中催し 撮影も 平成 29年 4月 9日 サンデーいわふね 

村上からゴールデンルートへ 庭百景めぐり・庭園街道 

 あす同時開幕、見学会も 
平成 29年 4月 30日 村上新聞 

沿線に伝統建築、温泉もあり 村上起点国道 290号 

 観光ルートへ「にいがた庭園街道」開幕 
平成 29年 5月 14日 サンデーいわふね 

新茶振舞＆町屋音楽祭 茶香と音楽につつまれて 

 町屋など 15店舗で新茶提供 
平成 29年 5月 21日 村上新聞 

老舗料亭では「春の茶会」 庭百景めぐり 関連イベントも盛り上がり 平成 29年 5月 21日 サンデーいわふね 

塩谷活性化協が国交大臣表彰「家印」「町屋散策」などを評価 平成 29年 6月 4日 村上新聞 

春の庭めぐり閉幕 交流深まり海外からも 平成 29年 6月 4日 村上新聞 

まちなか町屋で新茶振舞い＆音楽祭 平成 29年 6月 11日 サンデーいわふね 

歴史薫る北前船と湊町商人の町屋 塩谷集落 

心ひとつに！「町屋散策」でまちおこし。 
平成 29年 10月 9日 県民だより 

宵の竹灯籠まつり 光と音の競演に酔いしれ 十輪寺初の湯立て神楽も 平成 29年 10月 15日 村上新聞 

安善小路 黒塀に衣替え 村上信用金庫のフェンス 

小学生ら景観づくりに参加 
平成 29年 10月 15日 村上新聞 

小町の村上信金本店フェンスも木製黒塀に 竹灯籠まつり前 34 ﾒｰﾄﾙ 平成 29年 10月 15日 サンデーいわふね 

歴史、風情でおもてなし 塩谷の町屋散策にぎわう 平成 29年 10月 15日 村上新聞 

来年の「屏風まつり」前には説明勉強会も 

 昨年度 5180人をまちなか案内 村上観光ガイド会が情報交換 
平成 29年 11月 19日 サンデーいわふね 

手もみ茶Ｗ受賞 村上茶手揉保存会競技大会 1位は 9年ぶり 2回目 平成 29年 12月 3日 村上新聞 

全国製茶技術競技会で最上位の最優秀賞 

北限の茶処手もみ２冠達成 村上茶手揉保存会「どんな葉の条件でも」 
平成 29年 12月 3日 サンデーいわふね 

小路名など案内板 15カ所に 村上ロータリークラブ 

村上城下の風情絶やさずに 
平成 30年 1月 1日 村上新聞 

村上茶手揉保存会ダブル受賞！ 

「全国手もみ製茶技術競技大会」で最優秀賞 

「全国手もみ茶品評会」で１等受賞 

平成 30年 1月 5日 
むらかみ商工会議所 

ニュース 

城下町の小路に案内板設置 村上ＲＣ事業で 15カ所 平成 30年 1月 14日 サンデーいわふね 

街全体を古き良き雰囲気に 新企画２週間「着物歩き」も 

村上町屋の人形さま巡り３月１日開幕 
平成 30年 2月 18日 サンデーいわふね 

町屋の人形さま巡り 来月１日から ７６軒で 

 開幕式は１日 そらて小町、朝９時 
平成 30年 2月 25日 村上新聞 
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進捗評価シート       （様式１－５） 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

新潟県内では初となる歴史的風致維持向上計画の認定だったことから、地方紙を中心に歴史資源を活用したま

ちづくりについての報道がなされた。また、計画の認定前から町家の生活空間にひな人形などを展示し一般に

公開する「町屋の人形さま巡り」などのまちづくりイベントや「種川の制など鮭文化にみる歴史的風致」の歴史

的活動である鮭の文化や若手の担い手が再興の取り組みを行っている「村上茶」など歴史的風致に関する報道

がなされた。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的風致維持向上計画の認定、各種報道により、商店街振興組合や商工会

議所などの商工団体を含め市民の歴史資源を活用したまちづくりの機運が高

まっていることから、今後も報道各社に随時、情報提供を行いながら、歴史

まちづくりの推進を図る。 

状況を示す写真や資料等 

記事 計画認定に関する報道（村上新聞社） 
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進捗評価シート       （様式１－６） 

評価軸（効果等）⑥－１ 

その他 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 

 

歴史的風致形成建造物の指定と指定候補の追加について 

 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成 28年 10月に認定を受けた当初の認定計画において指定候補としていた歴史的建造物 14件について、平成

29年 7月 3日付で歴史的風致形成建造物に指定し、同日に村上市役所本庁舎において指定書交付式を挙行した。

また、平成 29年度に歴史的風致に関連する 4件の歴史的建造物所有者と交渉し、3件の建造物所有者から歴史

的風致形成建造物の指定について同意を得つつ、1件の建造物所有者から指定の提案を受け、併せて 4件の歴史

的建造物を指定候補として追加した。 

・歴史的風致形成建造物の指定件数：14件 

・歴史的風致形成建造物の指定候補件数：4件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

文化財部局と都市整備部局が連携しながら指定候補建造物を抽出し、歴史的

町並み景観の要素である歴史的建造物の保存を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的風致形成建造物指定書交付式の様子 

  

 

写真 歴史的風致形成建造物指定の標識 
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進捗評価シート       （様式１－６） 

評価軸（効果等）⑥－２ 

その他 

       評価対象年度 平成 29年度 

項目 

 

伝統産業（村上堆朱）の後継者の育成について 

 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

村上高等職業訓練校では、村上堆朱の後継者となる職人を養成するため、漆器科を創設し後継者の育成を行っ

ている。漆器科には彫刻と塗装の２つのコースが設けられており、彫刻コースでは雷紋と呼ばれる基本の彫刻

からスタートし、牡丹の花や葉と唐草の部分的な実習を繰り返しながら技術を習得するコースである。また、塗

装コースは、村上堆朱の 13の作業工程を、実際に製品を用いながら繰り返し実習することにより堆朱を仕上げ

る技術を身に着けるカリキュラムとなっている。 

訓練生の人数：彫刻コース 4名 

塗装コース 4名 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

村上高等職業訓練校独自の取り組みにより、漆器科が開設されているが、今

後は、「村上堆朱育成推進事業」などと同様の事業内容であることから、密に

連携を図りながら不足となっている後継者を育成する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 漆器科の訓練生募集要項（村上高等職業訓練校ＨＰ） 
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法定協議会におけるコメント     （様式２） 

評価対象年度 平成 29年度 

・法定協議会等におけるコメント 

 コメントが出された会議等の名称：村上市歴史的風致維持向上協議会 

 会議等の開催日時：平成 30年 3月 9日(金)13時 30分～16時 

 

（コメントの概要） 

●歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事業に関することについて 

・認定計画重点区域内の取り組みが多いが、重点区域外の歴史的風致の維持向上に関連する事業の実施

検討も必要である。 

・歴史的建造物などの所有者等に対し、「歴史的風致形成建造物保存事業」などの補助金制度の周知、Ｐ

Ｒが必要である。 

・「歴史的風致形成建造物保存事業」などの補助事業パンフレットが分かりにくいことから、サンプル

事例や建築年代別の区分表などを添付し建造物所有者が理解しやすいものに改善が必要である。 

・伝統的建造物群保存地区指定を検討しているようだが、指定時に支障が無いよう修理や修景の施工内

容に留意が必要であり、「歴史的風致形成建造物保存事業」などの制度概要や修理・修景基準等につい

て文化庁と密に協議が必要である。 

 

●文化財の保存や活用について 

・指定文化財に値する文化財未指定の建造物なども多数現存していることから、調査を実施し文化財指

定を検討すべきである。 

・これまでの文化財は、保存に主眼が置かれてい

たが、現在は活用にシフトしており、文化財の

保存や活用に関する計画を策定すべきである。 

 

●歴史的風致形成建造物の指定について 

・歴史的風致形成建造物の指定候補の抽出にあた

っては、既往の調査書だけなく様々な文献をも

とに未調査の建造物についても指定対象とす

べきである。 

・未調査の建造物の歴史的建造物も多数現存して

いることから調査を実施し把握が必要である。 

 

（今後の対応方針） 

●歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事業に関することについて 

・市域全域や景観計画重点地区など認定計画重点区域外の事業も実施しており、重点区域で実施する事

業を区域外に点在する歴史的風致へ波及するよう取り組みを実施する。 

・「歴史的風致形成建造物保存事業」などの補助事業パンフレットを改善し、建造物所有者や建造物の

所有者に直接相談を受ける設計士や大工などを対象とした事業説明会を開催しつつ、制度の活用状況

調査を併せて実施し事業の普及啓発を図る。 

 

●文化財の保存や活用について 

・文化財未指定の建造物など、適宜、調査を実施しながら、文化財指定を検討する。 

・文化財の保存や活用に関する計画の策定について、検討を行う。 

 

●歴史的風致形成建造物の指定について 

・既往の調査書だけなく様々な文献をもとに指定候補建造物を抽出し、適宜、調査を実施する。 
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